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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

十
二
日
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
に
日
本
の
被
爆
者
団
体
協

議
会
（
被
団
協
）
が
授
与
さ

れ
る
と
発
表
さ
れ
た
。 

 

私
た
ち
は
こ
れ
を
喜
び
、

被
爆
者
・
二
世
の
方
々
の
こ

れ
ま
で
の
苦
労
に
思
い
を
寄

せ
、
今
後
も
核
廃
絶
を
と
も

に
た
た
か
う
こ
と
を
誓
い
合

い
た
い
。 

さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
五
年

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
長
崎
被

爆
者
手
帳
友
の
会
代
表
だ
っ

た
井
原
東
洋
一
氏
の
霊
前
に

報
告
す
る
。「
厳
し
い
世
界
だ

が
半
歩
だ
け
進
ん
だ
よ
」
と

の
言
葉
を
送
り
た
い
。 

 

い
ま
世
界
が

核
戦
争
で
終
わ

り
を
示
す
終
末

時
計
の
一
日
を
、

時
計
の
針
で
示

す
と
し
て
、
一

日
の
八
万
六
千

四
百
秒
の
う
ち
、

わ
ず
か
九
十
秒

し
か
残
っ
て
い

な
い
危
機
の
中

に
あ
る
と
さ
れ

る
。 人

類
の
生
存

が
、
人
類
が
作

り
出
し
た
核
兵
器
（
放
射
能
）

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
時
代

で
の
、
被
爆
者
た
ち
が
世
界

に
訴
え
る
「
核
廃
絶
」
を
、

い
ま
世
界
で
大
切
な
平
和
的

な
た
た
か
い
で
あ
る
と
、
権

威
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
委

員
会
が
認
め
た
意
味
で
、
こ

の
受
賞
は
大
き
い
。 

 

ノ
ー
ベ
ル
は
二
十
九
歳
の

と
き
、
失
敗
の
偶
然
の
結
果

と
し
て
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
を
砂
に
浸
み
こ
ま
せ
た
爆

薬
を
発
見
し
、
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
を
作
り
出
す
。
以
降
、
こ

れ
が
世
界
中
に
兵
器
と
し
て

広
が
り
、
戦
争
を
一
変
さ
せ

る
。
そ
の
後
ノ
ー
ベ
ル
は
一

八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年

十
二
月
十

日
に
六
十

三
歳
で
亡

く
な
る
。 

 

死
後
、

彼
の
希
望

で
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞

な
ど
が
設

け
ら
れ
る
。

平
和
賞
は

「
世
界
平

和
に
も
っ

と
も
有
効

に
努
力
し

て
、
常
備

軍
を
削
減
、
廃
止
し
、
各
国

間
に
仲
裁
裁
判
所
を
設
け
る

に
努
力
し
た
も
の
に
授
く
」

と
遺
言
し
た
。 

だ
か
ら
平
和
賞
は
彼
の
命

日
に
特
別
に
授
与
さ
れ
る
。

最
初
の
授
与
式
は
一
九
〇
一

（
明
治
三
二
）
年
、
今
か
ら

一
二
三
年
前
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
の

ノ
ー
ベ
ル
の
思

い
は
世
界
で
は

受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
例

え
ば
か
つ
て
ド

イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ

ー
は
、
こ
の
賞

を
「
受
け
取
る

な
」
と
命
令
し
、

受
賞
で
き
な
か

っ
た
人
も
あ
る

（「
ノ
ー
ベ
ル
小
伝
」
か
ら
）。 

 

で
は
現
代
は
ど
う
か
。
核
兵

器
で
の
戦
争
は
な
く
と
も
、

敵
国
の
原
発
を
攻
撃
し
放
射

能
を
世
界
に
ま
き
散
ら
す
、

第
二
の
核
戦
争
が
始
ま
っ
て

い
る
。 

ア
メ
リ
カ
の
前
の
大
統
領

の
ト
ラ
ン
プ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

に
「
イ
ラ
ン
の
核
関
連
施
設

を
攻
撃
し
ろ
」
と
い
う
。 

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

続
け
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も

「
欧
州
の
国
は
な
ぜ
か
ロ
シ

ア
が
核
攻
撃
を
し
な
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
の
べ
、
脅
し

を
か
け
て
い
る
。
彼
ら
こ
そ

現
在
の
好
戦
者
＝
ナ
チ
ズ
ム

の
ヒ
ト
ラ
ー
で
あ
る
。 

 

劇
作
家
・
井
上
ひ
さ
し
の

ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
に
、「
被
爆

し
た
父
と
娘
を
描

い
て
」
が
あ
る
。
以

下
は
一
部
だ
が
引

用
す
る
。 

「
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ

サ
キ
は
世
界
史
が

た
と
え
一
億
年
続

い
た
と
し
て
も
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
や
ア

メ
リ
独
立
戦
争
よ

り
も
重
要
な
日
付

で
あ
り
続
け
る
。
そ

し
て
そ
の
特
別
な

日
付
を
刻
ま
れ
た
日
本
人
が
、

戦
争
放
棄
を
含
む
憲
法
に
よ

っ
て
、
二
〇
世
紀
の
人
類
の

希
望
を
背
負
わ
さ
れ
た
、
と

僕
は
考
え
て
い
る
」
と
書
い

て
い
る
。
心
に
し
み
る
言
葉

だ
。
そ
し
て
「
一
人
一
人
は

六
十
億
分
の
一
で
も
、
た
く

さ
ん
集
ま
れ
ば
、
力
に
な
る
」

と
人
々
を
励
ま
す
。 

 

一
方
、
国
や
政
府
は
ど
う

か
。
広
島
で
入
院
中
の
被
爆

者
に
「
病
は
気
か
ら
、
根
性

が
あ
れ
ば
病
気
は
逃
げ
て
い

く
」
と
暴
言
を
吐
い
た
中
曽

根
首
相
（
当
時
）
が
良
い
見

本
だ
が
、
い
ま
だ
に
国
連
決

議
の
核
軍
縮
条
約
に
参
加
を

し
て
い
な
い
。
世
界
に
背
を

向
け
て
、
被
爆
者
を
七
九
年

間
も
苦
し
め
た
政
治
を
変
え

な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、

政
府
や
東
電
が
言
う
「
想
定

外
」
の
地
震
と
津
波
で
、
福

島
原
発
が
爆
発
し
、
多
く
の

県
民
が
故
郷
を
追
わ
れ
た
。

原
発
に
あ
る
放
射
能
は
十
万

年
～
百
万
年
も
半
減
期
が
続

き
、
被
害
が
続
く
の
だ
。 

 

こ
れ
を
受
け
日
本
は
い
ま

だ
に
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣

言
下
に
あ
る
」
と
「
福
島
事

故
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
書

い
た
小
出
裕
章
さ
ん
は
批
判

す
る
。
誰
が
そ
ん
な
先
ま
で

人
類
の
安
全
を
保
障
す
る
の

だ
ろ
う
か
。 

 

人
類
と
核
は
共
存
で
き
な

い
。
こ
の
立
場
で
私
た
ち
は

た
た
か
い
つ
づ
け
る
。
被
団

協
に
平
和
賞
を
送
っ
た
ノ
ー

ベ
ル
賞
委
員
会
へ
の
長
崎
の

一
市
民
、
一
被
爆
二
世
、
三

世
の
感
謝
の
言
葉
だ
。 

 ※
、
写
真
上
、
被
爆
し
保
存

さ
れ
な
か
っ
た
浦
上
天
主
堂
。 

下
。
被
爆
し
た
本
博
多
郵
便

局
。
万
才
町
の
裁
判
所
横
の

検
察
庁
に
あ
り
、
被
爆
者
の

谷
口
稜
曄
さ
ん
が
働
き
、
配

達
先
の
住
吉
町
で
被
爆
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


